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一般質問　9議員が登壇  …………❸

新規採用職員が議会を傍聴 ……… 

地域に根を下ろす４人の挑戦  …… 

6月定例会



一 般 質 問 議員が登壇
9人の

※各議員ページの二次元コードをスキャンすると、一般質問の動画が視聴できます。

　令和 8 年第 2 回定例会の一般質問は 6 月 11 日に行われ、9 人の議員が登壇しました。

各議員の一般質問は紙面の都合上、要約したものを掲載しています。

リアルタイムで本会議の模様をお届けしています。

録画配信とともにパソコンやスマートフォンなどでお気軽にご覧ください。

議会「ライブ配信（生中継）」やってます！

次回、令和８年第３回定例会の一般質問は９月10日、11日を予定しています。

殿　井　　　堯 新たに議会へ出席する職員の姿勢は Ｐ３

椿　原　竜　二 救急・医療・介護　命を守る連携強化へ Ｐ４

谷　畑　　　進 県道18号線 完全開通その後は Ｐ５

中　島　詳　裕 過疎地域の移動支援　公共交通の今後は Ｐ６

井　本　芳　秀 思い切った観光地化で過疎に歯止めを Ｐ７

増　谷　　　憲 「自由に移動する権利」の充実は Ｐ８

栗　山　昌　之 納税通知の配達と窓口業務の削減へ Ｐ９

佐　曽　永　和 消防の条例定数の引き上げを Ｐ10

神　山　裕　介 世界農業遺産を未来へ 荒廃農地の再生を Ｐ11
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問　

４
月
よ
り
新
た
に
議

会
へ
出
席
さ
れ
る
副
町
長
、

消
防
長
、
清
水
行
政
局
長

に
具
体
的
な
仕
事
内
容
や

意
気
込
み
、
取
り
組
む
姿

勢
を
問
う
。

答　

（
副
町
長
）
町
長
を

補
佐
し
、
町
長
の
考
え
を

理
解
し
、
町
内
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　

そ
の
た
め
に
事
業
の
精

査
や
事
務
作
業
の
簡
素
化
、

サ
ー
ビ
ス
の
共
同
化
の
具

体
化
を
進
め
て
お
り
、
完

成
す
れ
ば
示
し
た
い
。

答　

（
消
防
長
）
広
大
な

地
域
や
高
齢
化
が
課
題
で

あ
る
。
山
間
地
域
の
安
全

確
保
、
局
地
的
な
気
象
災

害
へ
の
対
応
が
必
要
。

　

消
防
・
防
災
面
は
常
に

局
長
）
清
水
地
域
は
人
口

減
と
高
齢
化
、
後
継
者
不

足
の
中
で
町
民
の
意
見
を

聞
く
こ
と
が
自
分
の
仕
事

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

地
域
の
発
展
、
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答　

（
町
長
）
全
職
員
に

は
住
民
目
線
に
立
っ
て
、

丁
寧
な
説
明
と
提
案
を
真

摯
に
受
け
止
め
る
姿
勢
で
、

仕
事
を
し
て
ほ
し
い
。

　

誰
も
が
安
心
・
安
全
、

長
く
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
に
す
る
た
め
に
最
大
限

の
努
力
を
し
て
い
く
。

問　

ド
ロ
ー
ン
で
の
災
害

状
況
の
把
握
が
大
事
だ
が
、

消
防
署
に
は
１
基
し
か
な

い
。

実
施
で
現
状
と
変
化
が
あ

る
の
か
。

答　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
関

係
者
と
協
議
を
進
め
て
き

た
。

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
清

水
と
押
手
間
で
運
行
を
開

始
。

　

の
べ
利
用
人
数
は
２
５

０
人
、
月
平
均
20
人
で
あ

る
。

　

今
後
は
よ
り
利
用
し
や

す
い
よ
う
な
運
行
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問　

運
転
手
の
配
置
と
車

の
台
数
は
ど
う
か
。

　

３
月
議
会
の
質
問
で
ド

ロ
ー
ン
を
増
や
す
計
画
を

聞
い
た
が
、
そ
の
後
、
状

況
は
ど
う
か
。

答　

変
わ
り
が
な
い
。

問　

清
水
地
域
に
ド
ロ
ー

ン
を
配
備
す
れ
ば
被
害
状

況
を
把
握
で
き
る
。

　

早
急
に
対
応
し
て
も
ら

え
る
か
。

答　

検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
取
り
組
み
は

問　

清
水
か
ら
押
手
間
の

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
事
業

答　

民
間
の
運
転
手
を
募

集
し
、
現
在
９
人
（
９
台
）

で
運
行
し
て
い
る
。

　

予
約
し
て
か
ら
配
車
す

る
。

問　

現
状
を
踏
ま
え
、
今

後
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

答　

過
疎
化
が
進
ん
で
い

る
中
で
公
共
交
通
機
関
は

か
な
り
重
要
で
あ
る
。

　

清
水
に
は
支
線
が
多
く
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
大
事
で

あ
る
。

　

今
後
も
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
。

新たに議会へ出席する

職員の姿勢は

殿 井　　 堯

緊
張
感
の
あ
る
対

応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

ま
た
現
場
で
の

対
応
力
や
そ
の
維

持
・
向
上
に
努
め

て
い
く
。

　

合
わ
せ
て
消
防

団
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化

し
て
い
く
。

答　

（
清
水
行
政
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問　

高
齢
化
や
独
居
世
帯

の
増
加
に
よ
り
、
救
急
搬

送
時
に
家
族
連
絡
先
や
服

薬
情
報
な
ど
が
分
か
ら
な

い
ケ
ー
ス
が
増
え
る
と
考

え
る
。

　

事
前
に
必
要
な
情
報
を

把
握
す
る
仕
組
み
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

「
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
」
お
よ
び
「
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
登
録

票
」
と
し
て
登
録
。

　

消
防
・
行
政
・
大
字
区
・

自
主
防
災
組
織
・
民
生
委

員
で
共
有
し
て
い
る
。

問　

救
急
時
や
災
害
時
に

命
を
守
る
た
め
、
登
録
促

進
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答　

登
録
者
数
は
令
和
８

年
４
月
１
日
時
点
で
１
１

８
４
人
。

　

広
報
紙
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
す
る
ほ
か
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

訪
問
時
な
ど
に
も
登
録
を

促
し
、
登
録
促
進
に
努
め

る
。

問　

介
護
現
場
で
は
救
急

対
応
や
病
院
へ
の
付
き
添

い
な
ど
負
担
が
大
き
い
。

　

今
後
、
医
療
・
介
護
・

救
急
の
連
携
を
ど
う
進
め

る
の
か
。

答　

有
田
地
方
介
護
連
携

の
会
で
、
救
急
事
項
の
協

議
を
す
る
際
は
、
消
防
職

に
も
参
加
し
て
も
ら
う
な

ど
今
後
対
応
を
検
討
す
る
。

答　

令
和
８
年
度
の
化
石

発
掘
体
験
に
は
約
３
０
０

人
が
来
場
し
た
。

　

参
加
者
の
居
住
地
は
町

内
14
％
、
県
内
52
％
、
県

外
34
％
で
、
県
外
か
ら
の

参
加
者
が
全
体
の
約
３
分

の
１
を
占
め
る
。

問　

発
掘
体
験
に
来
ら
れ

た
方
を
、
町
内
周
遊
や
地

域
消
費
に
つ
な
げ
る
取
り

組
み
は
。

答　

今
後
は
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
や
お
す
す

め
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介
、
日

帰
り
・
宿
泊
モ
デ
ル
コ
ー
ス

の
作
成
を
進
め
る
。

問　

有
田
圏
域
や
和
歌
山

県
と
も
連
携
し
、
持
続
可

能
な
地
域
医
療
・
介
護
体

制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

答　

今
後
、
関
係
機
関
へ

の
働
き
か
け
、
和
歌
山
県

に
も
要
望
な
ど
を
行
っ
て

い
く
。

ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ
ウ

を
地
域
の
力
に

問　

ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ

ウ
を
活
用
し
た
化
石
発
掘

体
験
に
は
、
ど
の
よ
う
な

成
果
が
出
て
い
る
の
か
。

問　

ワ
カ
ヤ
マ
ソ
ウ
リ
ュ

ウ
を
、
今
後
ど
の
よ
う
な

地
域
資
源
と
し
て
活
用
し

て
い
く
の
か
。

答　

有
田
川
町
を
象
徴
す

る
貴
重
な
地
域
資
源
と
し

て
位
置
付
け
、
教
育
・
観

光
・
地
域
振
興
を
柱
と
し

て
取
り
組
む
。

　

明
恵
ふ
る
さ
と
館
や
ス

ポ
ー
ツ
公
園
な
ど
既
存
施

設
と
も
連
携
し
、
交
流
人

口
の
拡
大
や
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
持
続
的
な
地

域
戦
略
と
し
て
育
て
て
い

く
。

救急・医療・介護

命を守る連携強化へ

椿 原　竜 二
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問　

県
道
18
号
線
（
鏡
石

ト
ン
ネ
ル
）
が
完
全
開
通

し
た
。
に
ぎ
わ
い
も
最
初

だ
け
か
と
半
信
半
疑
だ
っ

た
が
、
今
日
、
ま
す
ま
す

通
行
量
が
増
し
て
い
る
。

　

大
型
車
や
県
外
ナ
ン
バ
ー

車
の
増
加
が
目
立
つ
。

　

有
田
川
町
側
は
、
広
い

路
側
帯
（
待
避
所
）
が
多

く
あ
り
、
我
慢
が
で
き
ず

用
を
足
し
て
い
る
人
を
よ

く
見
か
け
る
。

　

公
衆
ト
イ
レ
が
必
要
と

思
う
が
町
の
見
解
は
。

答　

開
通
以
前
か
ら
も
当

該
路
線
沿
線
に
公
衆
ト
イ

レ
を
設
置
し
て
お
ら
ず
、

金
屋
地
内
の
道
の
駅
や
ト

イ
レ
を
備
え
た
施
設
が
点

在
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
一
定
の

利
用
環
境
は
確
保
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
、
新
た
な

公
衆
ト
イ
レ
を
整
備
す
る

考
え
は
な
い
。

　

交
通
量
増
加
、
利
便
性

向
上
で
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
。

　

地
元
の
主
体
的
な
取
り

組
み
の
中
で
、
補
助
制
度

を
活
用
し
た
町
づ
く
り
活

動
に
期
待
し
た
い
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し

た
い
。

問　

道
の
駅
を
作
っ
て
は
、

と
い
う
声
も
多
い
が
、
区

民
で
は
難
し
い
。

　

こ
の
交
通
量
を
町
の
活

性
化
の
た
め
に
、
町
長
の

　

こ
れ
に
よ
り
、
県
道
海

南
金
屋
線
改
修
促
進
協
議

会
の
目
的
で
あ
る
海
南
市

重
根
か
ら
有
田
川
町
糸
野

間
の
改
修
整
備
を
図
る
と

い
う
目
的
を
果
た
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
７
月
の
協

議
会
総
会
に
お
い
て
一
時

休
止
す
る
予
定
だ
。

　

今
後
は
地
元
の
建
設
推

進
協
議
会
と
連
携
し
て
活

動
し
て
い
き
た
い
。

　

今
年
も
７
月
に
有
田
振

興
局
部
長
に
要
望
活
動
を

行
う
予
定
だ
。

問　

要
望
活
動
は
大
事
だ
。

並
行
し
て
、
県
や
国
に
い

つ
で
も
見
て
も
ら
え
る
よ

知
人
に
意
欲
あ
る
事
業
者

が
あ
れ
ば
、
声
か
け
し
て

も
ら
え
る
か
。

答　

そ
う
い
う
話
が
あ
れ

ば
研
究
・
検
討
し
て
い
く
。

問　

前
回
、
糸
野
徳
田
バ

イ
パ
ス
の
質
問
に
対
し
、

海
南
市
と
新
た
な
促
進
協

議
会
を
立
ち
上
げ
進
め
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
は
ど
う
な
っ
た

の
か
。

答　

令
和
８
年
１
月
に
、

県
道
海
南
金
屋
線
の
鏡
石

ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、
５

月
に
は
完
全
開
通
と
な
っ

た
。

う
に
、
町
村
会
の
要
望
書

に
載
せ
て
も
ら
え
な
い
か
。

答　

町
村
会
に
町
か
ら
の

要
望
を
す
る
機
会
が
あ
る
。

　

今
後
は
可
能
な
限
り
盛

り
込
ん
で
い
き
た
い
。

問　

工
事
は
予
算
の
取
り

合
い
と
な
る
が
、
事
業
化

す
る
ま
で
は
予
算
は
関
係

な
い
。

　

「
和
歌
山
県
Ｘ
軸
構
想
」

の
要
で
あ
る
糸
野
徳
田
バ

イ
パ
ス
の
話
を
機
会
が
あ

れ
ば
要
望
し
て
く
れ
る
か
。

答　

そ
う
い
っ
た
機
会
が

あ
る
ご
と
に
話
し
合
い
、

届
け
て
い
き
た
い
。

県道 18 号線

　　　完全開通その後は

谷 畑　　 進
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問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
利
用
者
は
平
成
26
年
の

３
６
９
４
人
か
ら
令
和
７

年
は
、
１
３
９
０
人
と
約

４
割
に
減
っ
た
。

　

減
少
を
ど
う
捉
え
て
い

る
の
か
。

　

現
行
の
運
行
の
あ
り
方

自
体
を
見
直
す
べ
き
で
な

い
か
。

答　

人
口
減
少
に
加
え
、

現
行
の
運
行
で
は
利
用
時

間
や
目
的
地
に
よ
っ
て
利

便
性
が
十
分
で
な
い
こ
と

が
要
因
と
認
識
し
て
い
る
。

　

利
用
の
少
な
い
路
線
は
、

デ
マ
ン
ド
型
へ
変
更
す
る

な
ど
、
実
情
に
合
っ
た
運

行
の
あ
り
方
を
関
係
機
関

と
進
め
る
。

問　

令
和
７
年
４
月
に
開

始
し
た
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
「
有
田
川
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
タ
ク
シ
ー
」
の
利
用

状
況
と
、
運
行
エ
リ
ア
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利

用
と
の
関
連
を
ど
う
考
え

る
か
。

答　

令
和
７
年
度
で
２
５

０
人
が
利
用
。

　

新
規
に
利
用
さ
れ
る
方

も
増
え
て
き
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

利
用
実
績
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
、
効
率

的
か
つ
持
続
可
能
な
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
進
め
る
。

　

交
通
事
業
者
や
地
域
住

民
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

問　

路
線
バ
ス
の
運
行
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
対

の
不
具
合
が
続
く
清
水
会

館
を
ど
う
す
る
の
か
。

答　

会
館
は
老
朽
化
が
著

し
く
、
最
終
的
に
は
撤
去

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い

る
。

問　

隣
接
す
る
清
水
保
健

セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
て
機

能
移
転
す
る
計
画
は
ど
う

進
め
る
の
か
。

　

利
用
団
体
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い
ま
ま
で
半
年
以

上
経
過
し
た
が
、
今
後
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

答　

利
用
者
の
活
動
を
途

切
れ
さ
せ
な
い
よ
う
、
保

健
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、

機
能
を
移
す
。

　

こ
れ
ま
で
全
体
と
の
協

議
を
２
回
、
各
団
体
と
も

複
数
回
、
重
ね
て
き
た
。

　

今
後
も
、
早
急
に
協
議

外
的
に
も
必
要
と
認
識
し

て
い
る
が
、
行
政
が
行
う

交
通
政
策
の
足
か
せ
と
な
っ

て
は
い
な
い
か
。

　

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

運
行
エ
リ
ア
を
湯
川
筋
な

ど
空
白
地
域
を
含
め
町
全

体
に
広
げ
ら
れ
な
い
か
。

答　

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
、
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り

組
む
。

清
水
会
館
の今

後
は
　

問　

建
設
か
ら
60
年
近
く

経
過
し
、
雨
漏
り
や
設
備

を
進
め
、
令
和
９
年
度
に

改
修
工
事
を
行
う
。

問　

公
民
館
活
動
の
拠
点

と
し
て
一
定
の
規
模
を
有

す
る
べ
き
と
思
う
が
、
増

築
の
考
え
は
な
い
か
。

答　

将
来
の
人
口
動
向
や

維
持
管
理
費
を
総
合
的
に

勘
案
し
、
増
築
は
考
え
て

い
な
い
。

問　

設
備
の
不
具
合
も
あ

る
。

　

も
っ
と
迅
速
に
進
め
る

べ
き
で
は
。

答　

設
備
や
安
全
面
の
課

題
も
踏
ま
え
、
関
係
団
体

と
早
急
に
協
議
す
る
。

　

利
用
団
体
の
中
に
は
、

す
ぐ
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

移
れ
る
団
体
も
あ
り
、
柔

軟
に
対
応
す
る
。

過疎地域の移動支援

公共交通の今後は

中 島　詳 裕

老朽化が進む清水会館

ライドシェアを利用する住民
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問　

思
い
切
っ
た
観
光
地

化
こ
そ
、
過
疎
を
食
い
止

め
る
最
大
の
起
爆
剤
で
は

な
い
か
。

　

休
校
施
設
を
そ
の
ま
ま

に
す
る
の
は
も
っ
た
い
な

い
。

　

大
型
バ
ス
を
金
屋
文
化

保
健
セ
ン
タ
ー
に
停
め
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
し
、

休
校
施
設
を
団
体
客
が
食

事
や
体
験
を
楽
し
む
拠
点

に
し
て
は
ど
う
か
。

　

国
内
外
か
ら
ツ
ア
ー
バ

ス
を
呼
び
込
む
な
ど
、
観

光
促
進
に
ど
の
よ
う
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
つ
の
か
。

　

活
用
に
手
を
挙
げ
る
民

間
企
業
を
、
町
と
し
て
本

気
で
応
援
す
る
覚
悟
は
あ

る
か
。

答　

観
光
は
交
流
人
口
の

拡
大
や
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
重
要
な
施
策
と

認
識
し
て
い
る
。

　

現
在
も
町
内
を
め
ぐ
る

周
遊
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
、

年
間
１
０
０
台
を
超
え
る

観
光
バ
ス
を
受
け
入
れ
て

い
る
。

　

近
隣
の
市
町
や
交
通
・

旅
行
事
業
者
と
の
連
携
を

強
化
し
、
既
存
の
観
光
資

源
や
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の

磨
き
上
げ
、
情
報
発
信
の

充
実
を
図
る
。

　

廃
校
施
設
の
活
用
は
、

民
間
事
業
者
か
ら
具
体
的

で
実
現
性
の
高
い
提
案
が

あ
れ
ば
、
環
境
や
法
令
、

施
設
の
状
況
を
踏
ま
え
、

必
要
な
助
言
や
手
続
き
支

援
を
行
う
。

　

観
光
促
進
を
通
じ
て
交

む
。

ま
ち
に
眠
る
歴
史
を

観
光
資
源
に

問　

日
本
人
も
外
国
人
も
、

新
し
い
施
設
よ
り
昔
か
ら

あ
る
日
本
の
歴
史
や
文
化

を
好
む
。

　

町
内
の
神
社
仏
閣
や
お

地
蔵
さ
ん
を
、
た
だ
の
古

い
も
の
で
は
な
く
大
事
な

観
光
資
源
と
し
て
位
置
付

け
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

町
の
宝
と
し
て
守
り
、

外
へ
発
信
す
る
基
本
方
針

は
。

答　

神
社
仏
閣
や
お
地
蔵

さ
ん
は
、
地
域
の
歴
史
や

流
人
口
の
拡
大
と
地
域
活

力
の
向
上
を
図
り
、
過
疎

対
策
に
つ
な
げ
る
。

問　

金
屋
地
域
は
観
光
が

弱
い
。

　

大
型
バ
ス
を
起
点
に
、

次
の
滝
（
延
坂
区
）
や
生

石
高
原
、
清
水
を
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
周
遊
す
る
コ
ー

ス
づ
く
り
や
、
分
散
し
た

ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
の
宿
泊
、

観
光
農
園
の
充
実
を
進
め

ら
れ
な
い
か
。

答　

多
方
面
か
ら
の
提
案

を
今
後
の
観
光
振
興
の
参

考
と
す
る
。

　

廃
校
施
設
は
カ
フ
ェ
や

農
福
連
携
な
ど
の
活
用
が

進
む
例
も
あ
り
、
ア
ン
テ

ナ
を
張
り
な
が
ら
取
り
組

文
化
、
先
人
の
暮
ら
し
を

伝
え
る
貴
重
な
文
化
財
と

認
識
し
て
い
る
。

　

平
成
31
年
の
文
化
財
保

護
法
の
改
正
で
、
活
用
し

な
が
ら
保
存
す
る
方
向
性

が
示
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
重
要
文
化

財
を
持
つ
神
社
を
中
心
に
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
信
し
て
き
た
。

　

今
後
も
重
要
な
地
域
資

源
と
し
て
位
置
付
け
る
。

　

町
内
外
へ
の
発
信
に
努

め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
教
育
や
観
光
・

ま
ち
づ
く
り
に
も
生
か
せ

る
よ
う
、
庁
内
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
活
用
を
検
討

す
る
。

思い切った観光地化で

過疎に歯止めを

井 本　芳 秀

次の滝（落差約46メートル）
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問　

「
交
通
権
」
の
認
識

を
問
う
。

答　

国
民
の
移
動
す
る
権

利
。

　

国
や
自
治
体
は
国
民
の

交
通
権
を
保
障
す
る
義
務

が
あ
る
。

問　

民
間
交
通
事
業
者
の

実
態
の
把
握
や
対
応
を
考

え
て
い
る
か
。

答　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で

経
営
環
境
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た

持
続
可
能
な
公
共
交
通
体

系
の
構
築
に
努
め
て
い
く
。

問　

交
通
政
策
に
は
不
可

欠
な
計
画
で
あ
る
「
地
域

公
共
交
通
計
画
」
の
策
定

は
ど
う
か
。

答　

策
定
の
予
定
は
な
い

が
、
今
後
、
必
要
が
生
じ

た
と
き
、
し
か
る
べ
き
時

期
に
検
討
し
た
い
。

問　

湯
浅
町
と
広
川
町
が

連
携
し
て
タ
ク
シ
ー
事
業

へ
の
赤
字
補
填
策
を
始
め

た
。
本
町
で
も
実
施
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答　

今
後
、
関
係
機
関
と

意
見
交
換
を
行
い
、
研
究

し
て
い
く
。

問　

交
通
事
業
者
へ
ド
ラ

イ
バ
ー
の
確
保
な
ど
の
支

援
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

ド
ラ
イ
バ
ー
募
集
の

チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
事
業

者
と
協
力
し
て
い
る
。

　

今
後
、
運
転
手
確
保
の

支
援
策
を
研
究
し
て
い
く
。

問　

か
つ
ら
ぎ
町
で
実
施

し
て
い
る
「
か
つ
ら
い
ど

（
デ
マ
ン
ド
乗
合
交
通
）
」

の
取
り
組
み
の
認
識
は
。

答　

好
評
で
実
証
実
験
か

ら
本
格
運
行
に
な
っ
て
い

る
。

　

今
後
、
事
業
者
や
関
係

機
関
と
地
域
に
寄
り
添
っ

た
交
通
施
策
を
研
究
し
て

い
く
。

は
、
義
務
教
育
を
受
け
る

方
か
ら
授
業
料
を
徴
収
し

な
い
こ
と
が
「
無
償
」
と

い
う
判
断
。

　

本
町
で
は
財
政
や
他
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
の
兼
ね

問　

み
ん
な
の
定
額
タ
ク

シ
ー
制
度
で
料
金
設
定
の

見
直
し
や
周
知
が
足
り
な

い
の
で
は
な
い
か
。

答　

今
の
と
こ
ろ
利
用
料

金
の
改
定
は
考
え
て
い
な

い
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の

利
用
実
績
や
利
用
対
象
者

を
も
と
に
、
必
要
に
応
じ

て
研
究
し
て
い
く
。

入
学
準
備
金
な
ど

の
実
施
を

問　

義
務
教
育
は
「
教
育

の
無
償
化
」
を
憲
法
で
明

記
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
無
償
化
に
な
っ

て
い
な
い
。

　

県
下
の
９
市
町
村
に
入

学
祝
い
金
な
ど
の
制
度
が

あ
る
。

　

入
学
祝
金
、
制
服
や
教

材
費
、
修
学
旅
行
費
を
国

が
制
度
化
す
る
ま
で
補
助

制
度
を
作
っ
て
支
援
し
て

は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
高
校
生
へ
の
通

学
費
の
助
成
は
ど
う
か
。

答　

義
務
教
育
の
「
無
償
」

う
に
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り

た
い
。

「自由に移動する権利」の

　　充実は

増 谷　　 憲

合
い
も
あ
り
、

支
援
の
拡
充

は
予
定
し
て

い
な
い
。

　

高
校
生
へ

の
通
学
助
成

は
、
近
隣
自

治
体
を
参
考

に
し
な
が
ら
、

子
育
て
支
援

策
全
体
の
中

で
総
合
的
に

研
究
し
て
い

く
。

問　

町
内
の

子
ど
も
の
状

況
や
家
庭
環

境
を
優
先
し

て
判
断
を
い

た
だ
く
の
が

本
町
の
教
育

長
の
姿
勢
だ

が
、
や
っ
て

い
た
だ
け
る

か
。

答　

そ
の
よ

県下市町村で入学祝金など助成している自治体

種別

市町村

入学祝金・入学金
卒業祝金

修学旅行支援

小学校 中学校 特別支援学校 小学校 中学校

有 田 市 10万円 10万円 10万円 なし 上限3.5万円 上限7万円

湯 浅 町 なし なし なし なし R8年度から無料 R8年度から無料

広 川 町 3万円 3万円 3万円 3万円 R8年度:1.8万円 R8年度:3.7万円

九度山町 10万円 10万円 10万円 なし 基本無料 基本無料

紀美野町 5万円 8万円 ［小］5万、［中］8万 22,690円 60,910円

古座川町 3万円 3万円 3万円 高校入学3万円 上限4万円 上限4万円

太 地 町 5万円 5万円 5万円 高校入学5万円 なし 上限4万円

北 山 村 2万円 3万円 5万円以内 5万円以内

新 宮 市 R8年度:5万円 R8年度:5万円 該当する場合あり 高校入学5万円 なし なし

※北山村：［保育所］1万円
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問　

固
定
資
産
税
な
ど
の

納
税
通
知
は
地
域
に
よ
っ

て
到
着
日
に
差
が
あ
る
。

　

配
達
は
町
民
に
公
平
で

あ
る
べ
き
で
、
共
有
名
義

な
ど
で
同
じ
宛
先
に
複
数

届
く
通
知
を
集
約
し
、
郵

送
料
を
抑
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

対
象
分
を
一
括
し
て

湯
浅
郵
便
局
へ
持
ち
込
ん

で
い
る
。
不
公
平
が
生
じ

な
い
よ
う
、
郵
便
局
に
迅

速
で
均
一
な
配
達
を
求
め

続
け
る
。

　

共
有
名
義
は
所
有
者
の

登
録
情
報
が
異
な
り
、
誤

送
付
な
ど
の
観
点
か
ら
別
々

に
発
送
せ
ざ
る
を
得
な
い

が
、
今
後
の
対
応
を
検
討

す
る
。

問　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
窓

口
業
務
は
ど
れ
だ
け
削
減

で
き
、
費
用
は
ど
れ
だ
け

か
か
っ
て
い
る
の
か
。

答　

令
和
7
年
度
の
住
民

票
・
印
鑑
登
録
証
明
1
万

７
５
７
０
件
の
う
ち
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
は
５
５
６
１

件
。

の
設
置
は
経
費
・
場
所
の

課
題
が
あ
る
が
検
討
す
る
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
は
金
融
機
関
と

協
議
を
続
け
る
。

　

全
期
一
括
納
付
は
、
県

内
他
市
町
の
動
向
を
確
認

し
検
討
す
る
。

災
害
補
助
金
の

返
還
は
　

問　

平
成
30
年
の
台
風
災

害
に
か
か
る
補
助
金
で
、

返
還
を
求
め
て
い
る
約
３

５
０
０
万
円
が
町
民
の
血

税
負
担
と
な
り
、
加
算
金

で
債
務
が
増
え
続
け
て
い

る
。

　

国
の
補
助
金
交
付
要
綱

と
の
関
係
は
ど
う
か
。

　

元
金
と
加
算
金
回
収
の

具
体
的
な
対
応
策
は
。

答　

養
鶏
組
合
へ
の
交
付

決
定
を
取
り
消
し
、
返
還

請
求
を
継
続
し
て
い
る
。

　

国
の
補
助
金
交
付
要
綱

と
の
整
合
性
を
は
か
る
必

要
が
あ
る
。

　

町
は
返
還
を
受
け
る
べ

き
債
権
者
の
立
場
で
、
相

手
方
は
厳
し
い
財
産
状
況

　

実
質
の
手
数
料
収
入
は

約
２
０
３
万
２
千
円
で
、

本
来
窓
口
で
発
行
し
た
場

合
と
の
比
較
で
約
１
２
０

万
７
千
円
の
減
と
な
る
。

　

窓
口
業
務
は
減
っ
た
が
、

シ
ス
テ
ム
運
用
や
専
門
的

な
相
談
対
応
が
増
え
、
人

員
の
単
純
な
削
減
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

問　

庁
舎
へ
の
コ
ン
ビ
ニ

や
証
明
発
行
機
の
設
置
、

銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
確
保
を

検
討
で
き
な
い
か
。

　

手
数
料
を
抑
え
る
た
め

全
期
一
括
納
付
書
の
追
加

を
復
活
で
き
な
い
か
。

答　

発
行
機
や
コ
ン
ビ
ニ

に
あ
る
。

　

弁
護
士
の
助
言
を
受
け
、

粘
り
強
く
回
収
に
取
り
組

む
。

問　

令
和
２
年
６
月
議
会

で
当
時
の
町
長
が
「
最
終

決
裁
を
し
た
の
は
僕
で
す

か
ら
責
任
は
な
い
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
」
と
回
答
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

責
任
を
取
る
の
か
。

答　

行
政
執
行
の
責
任
者

と
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問　

抜
本
的
な
答
え
が
な

い
な
ら
住
民
説
明
会
を
開

催
し
て
は
。

答　

一
般
質
問
な
ど
の
場

で
経
過
や
対
応
を
説
明
し

て
き
て
い
る
の
で
、
住
民

説
明
会
開
催
は
考
え
て
い

な
い
。

納税通知の配達と

窓口業務の削減へ

栗 山　昌 之
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問　

複
雑
多
様
化
す
る
災

害
へ
の
対
応
に
加
え
、
緊

急
消
防
援
助
隊
の
出
動
要

請
に
よ
る
派
遣
職
員
の
増

員
、
職
員
の
研
修
、
長
期

休
暇
の
補
充
な
ど
を
踏
ま

え
る
と
、
条
例
定
数
71
人

は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

引
き
上
げ
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答　

緊
急
消
防
援
助
隊
の

運
用
な
ど
、
消
防
本
部
の

役
割
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。

　

引
き
上
げ
に
は
将
来
の

財
政
負
担
や
人
口
推
移
を

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
が
、

労
働
環
境
の
改
善
を
踏
ま

え
る
と
、
今
後
の
重
要
な

検
討
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
ず
組
織
の
効
率
化
を

徹
底
し
、
業
務
実
態
を
踏

ま
え
、
機
動
的
か
つ
最
適

な
人
員
体
制
を
確
保
で
き

る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

問　

現
在
の
実
員
数
は
、

67
人
で
間
違
い
な
い
か
。

　

職
員
は
希
望
ど
お
り
休

暇
を
取
得
で
き
て
い
る
か
。

　

定
数
到
達
は
緊
急
の
課

題
で
は
な
い
か
。

答　

実
員
数
は
67
人
で
、

４
人
の
欠
員
状
態
に
あ
る
。

　

初
動
体
制
や
現
場
活
動

に
支
障
は
生
じ
て
い
な
い

が
、
将
来
も
懸
念
が
生
じ

な
い
よ
う
、
会
計
年
度
任

用
職
員
な
ど
の
力
も
借
り

て
体
制
を
維
持
す
る
。

　

持
続
可
能
な
体
制
づ
く

り
は
重
要
な
課
題
と
認
識

し
て
お
り
、
当
面
は
運
用

出
火
事
案
が
多
発
し
て
い

る
。

　

本
町
で
は
不
要
バ
ッ
テ

リ
ー
の
回
収
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
本
町
で
バ
ッ
テ

リ
ー
に
よ
る
火
災
が
発
生

し
て
い
な
い
か
。

答　

現
在
は
役
場
な
ど
の

窓
口
で
手
渡
し
回
収
を

行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
利
便
性
向
上
の

た
め
、
旧
村
地
区
単
位
で

公
共
施
設
へ
の
回
収
ボ
ッ

ク
ス
の
設
置
を
検
討
す
る
。

　

設
置
す
る
場
合
は
発
火

を
防
ぐ
安
全
対
策
を
十
分

に
講
じ
る
。

　

町
内
で
バ
ッ
テ
リ
ー
が

原
因
と
特
定
さ
れ
た
火
災

は
な
い
が
、
危
険
性
の
周

知
と
安
全
な
廃
棄
方
法
は

関
係
部
局
と
連
携
を
強
化

の
工
夫
を
し
な
が
ら
、
今

後
の
状
況
を
踏
ま
え
て
検

討
す
る
。

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

の
廃
棄
は

問　

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

（
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

な
ど
）
の
使
用
が
普
及
し

て
い
る
現
在
。

　

不
要
と
な
っ
た
モ
バ
イ

ル
バ
ッ
テ
リ
ー
も
多
く

な
っ
て
い
る
。

　

安
易
に
処
分
す
る
こ
と

は
大
変
危
険
で
あ
り
、
全

国
的
に
も
バ
ッ
テ
リ
ー
が

原
因
と
考
え
ら
れ
る
火
災
、

し
、
火
災
予
防
に
努
め
る
。

問　

高
齢
者
も
多
く
、
窓

口
へ
の
持
ち
込
み
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
。

　

安
価
な
鉄
製
の
缶
を
使

い
、
各
地
区
の
粗
大
ご
み

回
収
に
合
わ
せ
て
地
区
の

役
員
が
回
収
す
る
方
法
を

と
れ
な
い
か
。

答　

ま
ず
旧
村
地
区
単
位

で
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

を
実
現
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

住
民
の
意
見
や
要
望
を
伺

い
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ

て
回
収
場
所
や
回
収
方
法

の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

消防の条例定数の

　　　　　  引き上げを

佐 曽　永 和

救助訓練に取り組む隊員
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問　

昨
年
８
月
に
世
界
農

業
遺
産
へ
認
定
さ
れ
た
石

積
み
階
段
園
で
、
放
置
が

進
み
、
重
機
を
要
す
る

「
土
木
工
事
レ
ベ
ル
」
の

荒
廃
農
地
が
増
え
て
い
る
。

　

個
人
で
は
戻
せ
な
い
農

地
の
再
生
に
、
行
政
が
一

歩
前
へ
出
る
取
り
組
み
と

今
後
の
方
針
は
。

答　

放
置
が
長
い
ほ
ど
再

生
の
労
力
と
経
費
が
増
え

る
。

　

比
較
的
軽
度
な
再
生
は

町
の
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
、

大
規
模
な
再
生
は
県
事
業

の
活
用
を
基
本
と
し
、
石

垣
の
修
復
へ
の
支
援
制
度

も
あ
る
。

　

活
用
し
や
す
い
制
度
と

な
る
よ
う
、
予
算
枠
の
確

保
や
拡
充
を
県
に
働
き
か

け
る
。

　

世
界
農
業
遺
産
の
追
い

風
も
生
か
し
、
保
全
に
資

す
る
関
連
事
業
の
新
設
や

拡
充
を
国
や
県
に
求
め
る
。

問　

小
規
模
で
分
散
す
る

石
積
み
階
段
園
は
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
の
団
地
化
が

難
し
く
、
現
行
制
度
の
谷

間
に
落
ち
る
。

　

農
道
整
備
に
合
わ
せ
、

隣
接
す
る
荒
廃
農
地
を
一

体
的
に
再
生
す
る
手
法
を

検
討
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
再
生
し
た
農
地

を
意
欲
あ
る
若
手
へ
引
き

継
ぎ
、
再
び
荒
れ
さ
せ
な

い
仕
組
み
づ
く
り
は
ど
う

か
。

答　

農
地
保
全
に
有
効
な

視
点
と
認
識
し
て
お
り
、

他
事
業
と
の
統
合
な
ど
課

け
る
一
歩
を
踏
み
出
せ
な

い
か
。

答　

令
和
6
年
度
か
ら
検

討
協
議
会
を
設
け
、
運
動

部
・
文
化
部
と
も
実
証
事

業
で
地
域
展
開
を
進
め
て

い
る
。

　

令
和
13
年
度
ま
で
に
休

日
の
地
域
展
開
を
め
ざ
す
。

　

圏
域
の
連
携
は
教
育
長

会
な
ど
で
協
議
し
て
お
り
、

近
隣
と
の
広
域
的
な
連
携

を
進
め
な
が
ら
、
地
域
全

体
で
子
ど
も
の
活
動
機
会

を
支
え
る
。

問　

新
た
な
施
設
に
頼
ら

ず
受
け
皿
を
整
え
る
に
は
、

子
ど
も
の
移
動
手
段
の
確

保
が
欠
か
せ
な
い
。

　

送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

題
を
整
理
し
、
実
情
に
即

し
た
手
法
を
研
究
す
る
。

　

新
規
就
農
者
の
確
保
・

育
成
に
取
り
組
み
、
長
く

営
農
を
続
け
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。

　

農
地
を
借
り
受
け
る
際

は
営
農
計
画
や
報
告
書
の

提
出
を
確
認
し
、
持
続
的

な
経
営
を
促
す
。

部
活
動
の

地
域
展
開
は
　

問　

国
が
進
め
る
部
活
動

の
地
域
展
開
に
対
し
、
町

の
現
状
認
識
と
備
え
は
。

　

子
ど
も
の
数
が
多
い
本

町
か
ら
、
有
田
圏
域
の
市

町
へ
協
議
の
場
を
呼
び
か

ど
移
動
の
仕
組
み
を
合
わ

せ
て
検
討
で
き
な
い
か
。

答　

移
動
は
生
徒
自
身
に

よ
る
移
動
と
保
護
者
の
送

迎
を
基
本
に
、
社
会
体
育

施
設
の
活
用
や
オ
ン
ラ
イ

ン
指
導
な
ど
も
進
め
る
。

　

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
、
次
の

世
代
へ
つ
な
ぐ
取
り
組
み

と
し
て
進
め
る
。

世界農業遺産を未来へ

荒廃農地の再生を

神 山　裕 介
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の
施
策
で
あ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　

国
が
創
設
し
た
も
の

で
、
法
令
に
基
づ
き
適
切

な
業
務
運
営
を
し
て
い
く
。

〇
介
護
保
険
条
例

　

介
護
保
険
料
算
定
に
あ

た
り
、
介
護
保
険
法
第 

１
４
２
条
に
定
め
る
「
特

別
の
理
由
」
に
よ
り
減
免

を
適
用
す
る
た
め
に
、
附

則
を
改
正
。

〇
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

〇
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

　

満
３
歳
以
上
限
定
小
規

模
保
育
事
業
が
創
設
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
条
例
を

改
正
。

〇
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例

　

葬
祭
補
償
の
基
本
額
を

変
更
。

条
例
の
一
部
改
正

〇
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

国
民
健
康
保
険
税
に
係

る
基
礎
課
税
額
の
限
度
額

を
引
き
上
げ
、
所
要
の
改

正
を
行
う
。

問　

国
は
今
回
の
国
保
限

度
額
の
引
き
上
げ
で
、
限

度
額
に
該
当
す
る
世
帯
は

全
体
の
１
・
45
％
か
ら
１
・

43
％
に
抑
制
さ
れ
る
と
い

う
。

　

本
町
で
は
０
・
02
％
の

抑
制
は
何
世
帯
に
な
る
か
。

答　

３
世
帯
で
あ
る
。

問　

医
療
費
の
増
額
を
理

由
に
す
れ
ば
際
限
の
な
い

限
度
額
の
引
き
上
げ
に
な

る
。

　

国
庫
負
担
を
45
％
に
戻

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

公
平
な
負
担
を
確
保

す
る
も
の
。

　

国
保
制
度
の
根
幹
は
、

自
治
体
の
財
政
基
盤
に
直

結
す
る
極
め
て
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

問　

新
た
に
子
ど
も
子
育

て
支
援
の
財
源
も
被
保
険

者
か
ら
徴
収
す
る
が
、
国

「5月豪雨災害対策の補正予算を可決」

「安諦小にヘリポート整備へ」

　令和８年第 2 回定例会は、6 月 2日から16日までの日程で開催しました。

　本定例会に提案された議案は原案のとおり可決しました。

各  会  計 補正額 補正後総額 お も な 事 業 内 容 

一 般 会 計（ 専 決 処 分 ） 3132 万円 177 億 2132 万円 令和 8 年 5 月豪雨により発生した災害の復旧事業費

一 般 会 計 △ 3768 万円 176 億 8363 万円

システムのプログラム変更委託料　294 万 9 千円

飲料水供給施設整備事業補助金　521 万 8 千円

防災・安全交付金事業等工事請負費　△ 6825 万 2 千円

安諦小学校グラウンドヘリポート整備　946 万 4 千円

農地災害復旧事業費分担金還付金　809 万 1 千円　など

特別養護老人ホーム等事業特別会計 66 万円 2758 万円 特別養護老人ホームしみず園空調設備修繕

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 264 万円 32 億 5 万円 中山間地域におけるサービス事業者に対する補助金など

令和８年５月の豪雨による災害（上湯川） 安諦小学校グラウンドヘリポート整備
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自
治
功
労
表
彰

谷
畑
　
進 

議
員

　

３
年
以
上
に
わ
た
り
、

町
議
会
議
長
と
し
て
地

方
自
治
の
発
展
に
顕
著

な
功
労
が
認
め
ら
れ
、

県
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

堀
江 

眞
智
子 

議
員

　

25
年
以
上
に
わ
た
り
、

町
議
会
議
員
と
し
て
地

方
自
治
の
発
展
に
顕
著

な
功
労
が
認
め
ら
れ
、

県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

問　

手
数
料
は
い
く
ら
で
、

預
け
て
い
る
総
金
額
は
い

く
ら
か
。

答　

令
和
７
年
度
の
手
数

料
は
約
５
３
１
万
円
、
預

け
て
い
る
金
額
は
約
33
億

５
２
０
０
万
円
。

問　

今
後
、
手
数
料
の
引

き
上
げ
な
ど
出
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。

　

契
約
書
へ
の
明
示
は
ど

う
か
。

答　

５
年
間
の
期
間
内
で

急
激
な
物
価
上
昇
な
ど
が

な
け
れ
ば
５
年
間
維
持
と

考
え
て
い
る
。

財
産
の
取
得

職
員
用
パ
ソ
コ
ン
の
購
入

１
７
０
７
万
２
千
円

災
害
時
用
の
炊
き
出
し
資

機
材
・
テ
ン
ト
・
石
油
ス

ト
ー
ブ
の
購
入

７
８
６
万
５
千
円

町
道
認
定

〇
町
道
１
０
２
２
号
線

（
徳
田
地
内
）
の
路
線
認

定
監
査
委
員
の選

任
同
意

服
部　

眞
悟 

氏 

（
再
任
）

指
定
金
融
機
関
の指

定

株
式
会
社 

紀
陽
銀
行
を

指
定
金
融
機
関
に
指
定
。

問　

指
定
金
融
機
関
の
指

定
期
間
を
５
年
と
し
た
理

由
は
。

答　

金
融
機
関
の
環
境
の

変
化
、
ま
た
期
間
を
長
期

に
す
る
と
今
後
、
柔
軟
に

見
直
し
が
で
き
な
く
な
る

な
ど
、
状
況
変
化
に
対
応

で
き
な
く
な
る
。

令和８年第２回定例会の採決状況 （誌面の都合上、賛否の分かれた議案のみ掲載します）

議　　　案　　　名
議員名

結果

神
山
井
本
佐
曽
濃
添
栗
山
椿
原
中
島
谷
畑
林 岡

森
谷
堀
江
増
谷
殿
井

国民健康保険税条例の一部改正 可　決 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 欠 - 〇 × × 〇

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部改正

可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 × × 〇

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例の一部改正

可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 - 〇 × × 〇

（注）岡省吾議員は、議長のため採決には加わらない。  ○は賛成　×は反対　欠は欠席
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新規採用職員 議会を傍聴

　今年４月に新しく採用された町職員５人が、６月 11 日午前中の一般質問を傍聴し、

アンケートに回答してくれました。

　有田川町職員としての責務を自覚し、住民に信頼される職員として、職責を全うされ

ることを期待します。

議会傍聴を通じて、町民、民間企業、そして私たち町職員など、様々な人々がつながり、協

力し合うことで地域社会が成り立っているのだと強く実感しました。

議会を傍聴する中で、私自身の不勉強さを痛感する場面が非常に多くありました。特に消防

など、自分とあまり関わりがない分野では、初めて耳にすることばかりでした。こうした知見

は一朝一夕で身につくことではありませんが、本当の意味で町を良くしていくためには、組織

内での協力、つまり「横のつながり」が重要だと考えます。なので、自分とは別分野であって

も積極的にアンテナを張って情報収集することを意識していきたいと考えています。また、何

よりも人との縁や関係を大事にし、いざというときに町としての力を発揮できるようにしたい

です。

また、取り組みの際には「何のためにするのか」。主目標を明確にしておくことも意識した

いと思います。

空気としては重々しく、横と話すこともはばかられるほどだった。この空気の中で、町長は

じめ多くの人が質疑応答を繰り返し、傍聴や配信などで多くの人の目に触れるという議会とし

ての物事の大きさを実感した。修学旅行で訪れた国会議事堂は議会が開かれていなかったため、

目の前で答弁が繰り返される議会は初だった。議会の空気に圧倒された議会傍聴だった。

町の議会を傍聴したことは今回が初めてでした。中学校の修学旅行で東京に行ったときに国

会議事堂を見学した以来で、その時もあくまで国会議事堂を見学しただけで実際の様子を見た

わけではなかったので実際に議会をしているところを見て、議会ってなかなか若者にはハード

ルが高く見えますが、いざ傍聴したら面白いものなのだとすごく思いました。

ライドシェアやコミュニティバスなど交通環境整備に関する質問が多く、急ぎの課題である

ことが伝わってきました。答弁にもあったように既存の交通網と連携して持続可能な交通網を

構築していくことが大切だと感じました。

議会を傍聴してどのように感じましたか？
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【
教
育
部
】

　

７
月
10
日
、
石
垣
小
学

校
・
小
川
小
学
校
６
年
生

の
参
加
で
「
第
８
回
令
和

８
年
有
田
川
町
こ
ど
も
議

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
、
事
前
学
習

会
を
石
垣
小
学
校
で
実
施

し
ま
し
た
。

【
そ
の
他
】

〇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
用
地
取
得

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
概

要
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

〇
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

　

防
犯
対
策
の
一
環
で
、

町
内
の
学
校
施
設
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
に
向
け
た

対
応
を
促
し
ま
し
た
。

〇
小
学
校
・
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
訪
問

　

石
垣
小
学
校
と
子
育
て

ラ
ン
ド
つ
ば
さ
で
実
施
し

ま
し
た
。

〇
旧
・
金
屋
第
一
こ
ど
も

園
解
体
撤
去
工
事

　

入
札
参
加
資
格
審
査
会

の
開
催
時
期
と
、
そ
の
あ

り
方
を
執
行
部
に
た
だ
し
、

説
明
を
求
め
ま
し
た
。

・
令
和
13
年
度

　
　
　
　

詳
細
設
計

の
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

ま
た
、
天
満
川
堤
防
改

修
工
事
現
場
（
県
事
業
）

を
視
察
し
ま
し
た
。

【
建
設
環
境
部
】

〇
町
道
路
線
の
認
定

町
道
１
０
２
２
号
線
（
徳

田
地
内
）

　

住
宅
用
地
内
で
、
開
発

区
域
内
道
路
と
し
て
整
備

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

幅
員　
　

６
ｍ

　

延
長　
　

80
・
83
ｍ

　

町
の
開
発
指
導
要
綱
に

基
づ
い
て
整
備
が
行
わ
れ
、

町
道
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
認
定
す

る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と

全
員
一
致
で
決
定
し
ま
し

た
。

〇
雨
水
対
策
関
連

　

雨
水
対
策
の
進
捗
状
況

は
、
令
和
7
年
か
ら
令
和

9
年
ま
で
の
3
年
間
で
雨

水
管
理
総
合
計
画
を
立
て
、

令
和
10
年
度
に
都
市
計
画

（
雨
水
）
全
体
計
画
。

・
令
和
11
年
度

　
　
　
　

事
業
計
画

・
令
和
12
年
度

　
　
　
　

基
本
設
計

【
産
業
振
興
部
】

〇
有
田
川
漁
業
協
同
組
合

へ
の
補
助
金

　

４
月
23
日
、
臨
時
に
委

員
会
を
開
催
し
、
有
田
川

漁
協
に
対
す
る
補
助
金
の

あ
り
方
を
問
い
、
執
行
部

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。遊水地の整備（天満地内）

総
務
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

産
業
建
設
住
民
常
任
委
員
会
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〜地域おこし協力隊・地域プロジェクトマネージャーとの懇談会から〜

地域に根を下ろす

4人の挑戦
広報広聴常任委員会は 5 月 21 日、町や有田地域で活動する皆さんを招き懇談会を開催しました。

地域に飛び込み、それぞれの強みで挑戦を続ける４人の声をお届けします。

和歌山県有田振興局の地域おこし協力隊として、有田川町・有田市・湯浅町・広

川町の魅力をSNSで発信しています。大阪生まれ・大阪育ち、ご両親は和歌山県

串本のご出身。「南和歌山にも大阪にも1時間半。距離的にちょうど良い」と有田

地域を選んだ理由を語ります。「あらぎ島」の投稿は1日で1万再生超え。有田地

域各地の魅力を発信する中でも、着任から半年で有田川町内のお店や文化を15

件以上取材。有田川町を紹介したSNS投稿の総再生回数は5万回を超えています。

９月には町内の訪問看護ステーションと連携した居場所づくりを企画中です。

■ 有田から「行ってみたい」を発信　─ 関本 愛さん

東京で長年クラウドファンディング支援に携わった経験を持ち、「自分もチャ

レンジしたい」と一般社団法人しろにしに所属しながら有田川町二川（ふたが

わ）を拠点に活動を始めました。「素材を知る、文化を知る、地域の方と交流

して実験する」を軸に据え、明恵上人（みょうえしょうにん）の研究グループ

にも参加して地域の歴史をひもといています。担い手不在で休止中の「二川子

ども歌舞伎」を将来は復活させたいと語り、過去映像の上映会の盛り上がりを

次のステップへつなげようと模索中です。

■ 二川を拠点に「地域の文化」を実験する　─ 梅本 智子さん

3年間の地域おこし協力隊を経て独立就農。任期中は町内の農業法人で研修を

受け、卒業後は「のれん分け」で畑を引き継ぎました。「役場が農具を整備し、

研修先で栽培技術を学べる仕組みがあったことで、金銭面・精神面の負担が大

きく軽減されました」と制度を評価しています。新規就農では良い畑の確保が

課題ですが、研修中に地域住民との信頼関係を築いたことが畑の継承につなが

りました。現在は受け継いだみかん畑を守りながら、栽培に励んでいます。

■ 協力隊からみかん農家へ 　─ 井上 和哉さん
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　有田川町を選んだ理由として、自然のある暮

らしへの憧れや、和歌山への縁、協力隊として

のミッションが自分に合っていたことなどが挙

げられました。

　活動内容は、しろにしの運営や関係人口づく

り、有田地域の魅力発信、イベント企画、就農

に向けた取り組みなど多岐

にわたります。

　町の印象は「ちょうど良

い」「優しい人が多く住みや

すい」といった声がある一

方、面積の広さや農業の盛

んな地域性も感じられてい

ました。

　今後の定住や起業は、町

に魅力を感じながらも、住

まいや農地、倉庫探し、補

助制度の使いやすさなどに

課題があるとの意見もありました。

　協力隊制度は「地域に入りやすくなる」「挑

戦しやすい制度である」との評価がある一方、

任期後を見据えた伴走支援の必要性も見えて

きました。

　共通するのは、有田川町の自然・人・

文化に魅力を感じ、ここで挑戦を続ける

覚悟でした。委員会では今後も、地域

に根を下ろそうとする方々の生の声を町

政に届けてまいります。

広聴活動に
ご協力いただけませんか？

ご希望の内容や日程を調整し、お伺いいたします。

ワカヤマソウリュウを活かしたまちづくり

有田川町の地域プロジェクトマネージャー・荻
おぎ

野
の

慎
しん

諧
かい

氏は、本

町で発見された恐竜化石「ワカヤマソウリュウ」を軸にまちづ

くりを進めています。荻野氏が見据えるのは「絵本のまち」の

次の20年。読み聞かせから自ら読む段階へのブリッジとして、

化石を題材にした図鑑学習を提案。自然科学・物語文化・クリ

エイター産業を重ねた三層構造で、有田川町を「知のインフラ」

を備えた地方都市へと発展させる構想を描きます。現在は有田

地域 1市 3町連携の広域恐竜化石ガイドを作成中。明恵上人

の高山寺が貴族や武将のサロンであったように、現代の有田川

町に人と知が集まる場をつくりたい、と語ってくれました。
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編

集

後

記

　

「
若
い
人
が
継
ぎ
た
い
と
言

っ
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
農
業
を

つ
く
っ
て
い
か
な
あ
か
ん
」
。

　

以
前
、
農
業
に
携
わ
る
方
か

ら
教
わ
っ
た
言
葉
で
す
。

　

世
界
農
業
遺
産
の
認
定
か
ら
、

ま
も
な
く
一
年
。

　

誇
ら
し
い
一
方
で
、
手
の
つ

け
ら
れ
な
い
ほ
ど
荒
れ
た
田
畑

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

み
か
ん
に
限
ら
ず
、
山
椒
も

米
も
、
一
度
耕
す
人
が
い
な
く

な
れ
ば
元
に
は
戻
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
も
、
厳
し
い
条
件
の

中
で
土
地
を
守
り
続
け
て
き
た

方
々
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
今
こ

の
景
色
が
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
担
い
手
が
加
わ
り
、

荒
れ
た
農
地
が
も
う
一
度
実
り

を
取
り
戻
し
て
い
く
。

　

『
教
わ
っ
た
あ
の
言
葉
』
を

胸
に
置
い
て
い
ま
す
。

　

継
ぎ
た
い
と
思
え
る
農
業
を

皆
さ
ん
と
一
緒
に
。
世
界
農
業

遺
産
の
認
定
を
、
新
た
な
出
発

点
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

（
神
山　

裕
介
）

お
問
い
合
わ
せ

☎
２
２

−

３
２
９
４

吉
備
庁
舎
４
階 

議
会
事
務
局
ま
で

【
町
民
の
皆
さ
ま
へ
】

次
回
定
例
会
の
予
定

令
和
８
年
第
３
回
定
例

会
は
９
月
１
日
開
会
予
定

で
、
一
般
質
問
は
９
月
10

日
、
11
日
に
行
う
予
定
で

す
。ぜ

ひ
、
傍
聴
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

請
願
・
陳
情
の
受
付

第
３
回
定
例
会
で
の
審

議
を
希
望
す
る
場
合
は
８

月
21
日
ま
で
に
議
会
事
務

局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
は
委
員
長
　

◯
は
副
委
員
長

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

 

◎　

増　

谷　
　
　

憲  

〇　

神　

山　

裕　

介

井　

本　

芳　

秀

佐　

曽　

永　

和

椿　

原　

竜　

二

中　

島　

詳　

裕

岡　
　
　

省　

吾

短冊に願いを込めて

～ 清水こども園 ～
短冊に願いを込めて

～ 清水こども園 ～
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